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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光をガイドする導光板と、
　前記導光板の一側と他側に配置され、前記光を提供する第１光源と第２光源と、
　前記導光板と前記第１光源及び前記第２光源の下部に配置される底板と、前記底板の一
端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられた部分を含み、前記第２光源を囲む部
分を含まない下部収納容器と、
　前記第１光源を囲むように配置される第１反射シートと、
　前記第２光源を囲むように配置される第２反射シート及び
　前記光の提供を受け画像を表示する液晶パネルと、を有し、
　前記第１反射シートは前記導光板と前記第１光源の下部に配置される第１部分と、前記
第１部分の一端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられた第２部分を含み、
　前記第２反射シートは前記導光板と前記第２光源の下部に配置される第３部分と、前記
第３部分の一端から延長され前記第２光源を囲むように曲げられた第４部分を含み、
　前記第１反射シートの前記第１部分の他端と前記第２反射シートの前記第３部分の他端
が一部オーバーラップするように付着され、
　前記導光板の一側は前記下部収納容器の前記底板の一側と前記底板の一側から延長され
た側壁と前記側壁から前記底板と並んで延長された上板が形成する空間に挿入されて固定
され、前記導光板を組み立てた後に前記第２反射シートの前記第４部分が「Ｌ」字形状に
曲げられることを特徴とする液晶表示装置。
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【請求項２】
　前記第１光源と第２光源は線光源又は点光源であることを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項３】
　光をガイドする導光板と、
　前記導光板の一側と他側に配置され、前記光を提供する第１光源と第２光源と、
　前記導光板と前記第１光源及び前記第２光源の下部に配置される底板と、前記底板の一
端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられた部分を含み、前記第２光源を囲む部
分を含まない下部収納容器と、
　前記第１光源を囲むように配置される第１反射シートと、
　前記第２光源を囲むように配置される第２反射シート及び
　前記光の提供をうけ画像を表示する液晶パネルを有し、
　前記第１反射シートは前記導光板と前記第１光源の下部に配置される第１部分と、前記
第１部分の一端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられた第２部分をと含み、
　前記第２反射シートは前記導光板と前記第２光源の下部に配置される第３部分と、前記
第３部分の一端から延長され前記第２光源を囲むように曲げられた第４部分とを含み、
　前記導光板と前記第１反射シートの前記第１部分の間、及び前記導光板と前記第２反射
シートの前記第３部分の間に配置される第３反射シートをさらに含み、
　前記第１反射シートの前記第１部分の他端と前記第２反射シートの前記第３部分の他端
が一部オーバーラップするように付着され、
　前記導光板の一側は前記下部収納容器の前記底板の一側と側壁と上板が形成される空間
に挿入されて固定され、前記導光板を組み立てた後に前記第２反射シートの前記第４部分
が「Ｌ」字形状に曲げられることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１反射シートと前記第２反射シートのうち少なくとも何れか一つは銀材質である
ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１反射シートと前記第２反射シートのうち少なくとも何れか一つはその厚さが２
２０μｍ以上であることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　光をガイドする導光板と、
　前記導光板の一側と他側に配置され、前記光を提供する第１光源と第２光源と、
　前記導光板と前記第１光源及び前記第２光源の下部に配置される底板と、前記底板の一
端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられた部分を含み、前記第２光源を囲む部
分を含まない下部収納容器と、
　前記第１光源を囲むように配置される第１反射シートと、
　前記第２光源を囲むように配置される第２反射シート及び
　前記光の提供を受け画像を表示する液晶パネルと、を備えた液晶表示装置の製造方法に
おいて、
　前記底板と、前記底板の一端から延長され曲げられた部分を含み、前記底板の他端から
延長され曲げられた部分を含まない前記下部収納容器を準備する段階と、
　前記底板と前記底板の他端上に前記第１反射シートを配置する段階と、
　前記底板と前記底板の他端上に前記第２反射シートを配置する段階と、
　前記底板の一端から延長され囲むように曲げられた部分に前記第１光源を、前記底板上
に光をガイドする前記導光板を、前記底板の他端上に前記第２光源を各々設置する段階、
及び、前記第２光源を囲むように前記第２反射シートを曲げる段階を有し、
　前記第１反射シートを配置することと、前記第１光源と前記導光板と前記第２光源を設
置することと、前記第１反射シートを曲げることは前記下部収納容器上で順次にボトム－
アップ方式で行われることを特徴とする液晶表示装置の製造方法。
【請求項７】
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　前記第１反射シートを配置することは、前記第１反射シートの前記下部収納容器に付着
する部分に接着部材を付着し、前記第１反射シートを前記下部収納容器に付着することを
含むことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置とその製造方法に関し、より詳細には製造原価を節減し、組み立
て時間を減らすことができ、表示品質を向上させることができる液晶表示装置とその製造
方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、液晶パネルとバックライトアッセンブリを含む。
【０００３】
　液晶パネルは画素電極と共通電極など電界生成電極が形成されている第１基板、第２基
板とその間に介在されている液晶分子層を含む。電界生成電極に電圧を印加して液晶分子
層に電界を生成し、これによって液晶分子の配向を決定して入射光の偏光を制御すること
によって画像を表示する。液晶パネルは自ら発光できない非発光性素子で構成される。
【０００４】
　バックライトアッセンブリは非発光性素子で構成される液晶パネルに光を供給する。一
般的に、バックライトアッセンブリは光を発生する光源、光源を囲み、光源を保護する光
源カバー、光源から供給される光を液晶パネル方向にガイドするための導光板（Ｌｉｇｈ
ｔ　Ｇｕｉｄｅ　Ｐｌａｔｅ：ＬＧＰ）、導光板から液晶パネルに出射される光の輝度と
均一性を向上させるための一つ以上の光学シート、及び導光板の下部に配置される反射シ
ートを含む。
【０００５】
　従来の液晶表示装置は、ランプホルダーの導光板と接触する面に開口部を形成してラン
プを安定的に固定しつつ、ランプから発生される光の利用効率を向上させている（例えば
特許文献１参照）。しかし、このような従来技術によれば、製造原価が増加して組み立て
時間が増える問題点がある。
【特許文献１】大韓民国特許出願公開第２００６－００８５２８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は上記従来の液晶表示装置とその製造方法における問題点に鑑みてなさ
れたものであって、本発明の目的は、製造原価を節減し、組み立て時間を減らすことがで
き、表示品質を向上させることができる液晶表示装置を提供することにある。
【０００７】
　本発明が解決しようとする他の目的は、製造原価を節減し、組み立て時間を減らすこと
ができ、表示品質を向上できる液晶表示装置の製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、光をガイドする導光
板と、前記導光板の一側と他側に配置され、前記光を提供する第１光源と第２光源と、前
記導光板と前記第１光源及び前記第２光源の下部に配置される底板と、前記底板の一端か
ら延長され前記第１光源を囲むように曲げられた部分を含み、前記第２光源を囲む部分を
含まない下部収納容器と、前記第１光源を囲むように配置される第１反射シートと、前記
第２光源を囲むように配置される第２反射シート及び前記光の提供を受け画像を表示する
液晶パネルと、を有し、前記第１反射シートは前記導光板と前記第１光源の下部に配置さ
れる第１部分と、前記第１部分の一端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられた
第２部分を含み、前記第２反射シートは前記導光板と前記第２光源の下部に配置される第
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３部分と、前記第３部分の一端から延長され前記第２光源を囲むように曲げられた第４部
分を含み、前記第１反射シートの前記第１部分の他端と前記第２反射シートの前記第３部
分の他端が一部オーバーラップするように付着され、　前記導光板の一側は前記下部収納
容器の前記底板の一側と前記底板の一側から延長された側壁と前記側壁から前記底板と並
んで延長された上板が形成する空間に挿入されて固定され、前記導光板を組み立てた後に
前記第２反射シートの前記第４部分が「Ｌ」字形状に曲げられることを特徴とする。
【０００９】
　前記第１光源と第２光源は線光源又は点光源であることが好ましい。
【００１０】
　また、前記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、光をガイドす
る導光板と、前記導光板の一側と他側に配置され、前記光を提供する第１光源と第２光源
と、前記導光板と前記第１光源及び前記第２光源の下部に配置される底板と、前記底板の
一端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられた部分を含み、前記第２光源を囲む
部分を含まない下部収納容器と、前記第１光源を囲むように配置される第１反射シートと
、
　前記第２光源を囲むように配置される第２反射シート及び前記光の提供をうけ画像を表
示する液晶パネルを有し、前記第１反射シートは前記導光板と前記第１光源の下部に配置
される第１部分と、前記第１部分の一端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられ
た第２部分をと含み、前記第２反射シートは前記導光板と前記第２光源の下部に配置され
る第３部分と、前記第３部分の一端から延長され前記第２光源を囲むように曲げられた第
４部分とを含み、前記導光板と前記第１反射シートの前記第１部分の間、及び前記導光板
と前記第２反射シートの前記第３部分の間に配置される第３反射シートをさらに含み、前
記第１反射シートの前記第１部分の他端と前記第２反射シートの前記第３部分の他端が一
部オーバーラップするように付着され、前記導光板の一側は前記下部収納容器の前記底板
の一側と側壁と上板が形成される空間に挿入されて固定され、前記導光板を組み立てた後
に前記第２反射シートの前記第４部分が「Ｌ」字形状に曲げられることを特徴とする。
　前記第１反射シートと前記第２反射シートのうち少なくとも何れか一つは銀材質であり
、前記第１反射シートと前記第２反射シートのうち少なくとも何れか一つはその厚さが２
２０μｍ以上であることが好ましい。
【００１１】
　又、前記他の目的を達成するための本発明による液晶表示装置の製造方法は、光をガイ
ドする導光板と、前記導光板の一側と他側に配置され、前記光を提供する第１光源と第２
光源と、前記導光板と前記第１光源及び前記第２光源の下部に配置される底板と、前記底
板の一端から延長され前記第１光源を囲むように曲げられた部分を含み、前記第２光源を
囲む部分を含まない下部収納容器と、前記第１光源を囲むように配置される第１反射シー
トと、前記第２光源を囲むように配置される第２反射シート及び前記光の提供を受け画像
を表示する液晶パネルと、を備えた液晶表示装置の製造方法において、前記底板と、前記
底板の一端から延長され曲げられた部分を含み、前記底板の他端から延長され曲げられた
部分を含まない前記下部収納容器を準備する段階と、前記底板と前記底板の他端上に前記
第１反射シートを配置する段階と、前記底板と前記底板の他端上に前記第２反射シートを
配置する段階と、前記底板の一端から延長され囲むように曲げられた部分に前記第１光源
を、前記底板上に光をガイドする前記導光板を、前記底板の他端上に前記第２光源を各々
設置する段階、及び、前記第２光源を囲むように前記第２反射シートを曲げる段階を有し
、前記第１反射シートを配置することと、前記第１光源と前記導光板と前記第２光源を設
置することと、前記第１反射シートを曲げることは前記下部収納容器上で順次にボトム－
アップ方式で行われることを特徴とする。
 
【００１２】
　前記第１反射シートを配置することは、前記第１反射シートの前記下部収納容器に付着
する部分に接着部材を付着し、前記第１反射シートを前記下部収納容器に付着することを
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含むことが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　ランプホルダーの導光板と接触する面に開口部を形成してランプを安定的に固定しつつ
、ランプから発生される光の利用効率を向上させるという従来の方式に変わって、別途の
ランプカバーを必要とせず、下部収納容器が一体型であり、連結するための接着部材が不
要で、ボトムアップ方式で順次に組み立てることができるため、製造時間を短縮でき、自
動化組立も可能で、表示品質を向上させることができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の利点及び特徴、そしてそれらを達成する方法は添付図面と共に詳細に後述して
いる実施形態を参照すれば明確になるであろう。しかし、本発明は以下で開示される実施
形態に限定されるものではなく、互いに異なる多様な形態で具現されることができ、単に
本実施形態は本発明の開示を完全にし、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者
に発明の範疇を完全に知らせるために提供されるものであり、本発明は請求項の範囲によ
ってのみ定義される。明細書全体にかけて同一参照符号は同一構成要素を指称する。また
”及び／又は”は言及されたアイテムの各々及び一つ以上のすべての組合せを含む。
【００１５】
　たとえば第１、第２等が多様な素子、構成要素及び／又はセクションを叙述するため使
用されるが、これら素子、構成要素及び／又はセクションはこれら用語によって制限され
ないことはもちろんである。これら用語は単に一つの素子、構成要素又はセクションを他
の素子、構成要素又はセクションと区別するために使用するものである。したがって、以
下で言及される第１素子、第１構成要素又は第１セクションは本発明の技術的思想内で第
２素子、第２構成要素又は第２セクションであり得ることはもちろんである。
【００１６】
　本明細書で使用された用語は実施形態を説明するためであり、本発明を制限しようとす
るものではない。本明細書で、単数型は文句で特別に言及しない限り複数型も含む。明細
書で使用される”含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）”及び／又は”含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎ
ｇ）”は言及された構成要素、段階、動作及び／又は素子は一つ以上の他の構成要素、段
階、動作及び／又は素子の存在又は追加を排除しない。
【００１７】
　他の定義がないならば、本明細書で使用されるすべての用語（技術及び科学的用語を含
む）は本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に共通に理解できる意味で使用さ
れるものであろう。また一般的に使用される辞典に定義されている用語は明白に特別に定
義されていない限り理想的に又は過度に解釈されない。
【００１８】
　　次に、本発明に係る液晶表示装置とその製造方法を実施するための最良の形態と方法
の具体例を図面を参照しながら説明する。
【００１９】
　図１は本発明の第１の実施形態による液晶表示装置１００の分解斜視図である。図２は
切断線Ｉ－Ｉ’に沿って切断された図１の液晶表示装置１００をＡＡ’方向からみた斜視
図である。図３は切断線Ｉ－Ｉ’に沿って切断された図１の液晶表示装置１００の結合さ
れた断面図である。図４と図５は図１の液晶表示装置１００において中間収納容器１５０
と下部収納容器１６０の結合を示すための図である。ここで、図２では図１の液晶表示装
置において、下部収納容器１６０に、第１及び第２反射シート１４４、１４６と、第１及
び第２光源１４３ａ、１４３ｃを結合し、ここに導光板１４２まで結合した状態を示して
いる。
【００２０】
　図１ないし図５を参照すれば、液晶表示装置１００は大きく液晶パネルアッセンブリ１
３０とバックライトアッセンブリ１４０及び収納容器１１０、１５０、１６０を含む。
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【００２１】
　液晶パネルアッセンブリ１３０は第１基板１３３と、第１基板１３３に対向する第２基
板１３４と、第１基板１３３と第２基板１３４の間に介在された液晶分子層（図示せず）
を含む液晶パネル１３６と、液晶パネル１３６の下部に配置された第１偏光板（図３の１
３７）と、液晶パネル１３６の上部に配置された第２偏光板（図３の１３８）、ゲート駆
動ＩＣ（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）１３１、データチップフィルムパッケ
ージ１３２及び印刷回路基板１３５で構成される。
【００２２】
　液晶パネル１３６はゲートライン（図示せず）、データライン（図示せず）、薄膜トラ
ンジスタアレイ、画素電極などを含む第１基板１３３と、カラーフィルタ、ブラックマト
リックス（ｂｌａｃｋ　ｍａｔｒｉｘ）、共通電極などを含む第２基板１３４を含む。こ
こでカラーフィルタ、共通電極などは第１基板１３３上に形成される。
【００２３】
　第１偏光板１３７は液晶パネル１３６に入射する光を偏光し、第２偏光板１３８は液晶
パネル１３６から出射する光を偏光する。
【００２４】
　液晶パネル１３６は外部から光の提供を受け、第１基板１３３と第２基板１３４の間に
介在された液晶分子層を通過する光の量を制御することによって望む画像を表示する。
【００２５】
　ゲート駆動ＩＣ１３１は第１基板１３３上に集積されて形成され、第１基板１３３に形
成された各ゲートラインに接続される。そして、データチップフィルムパッケージ１３２
は第１基板１３３に形成された各データラインに接続される。ここでデータチップフィル
ムパッケージ１３２は半導体チップがベースフィルム上に形成された配線パターンとタブ
（ＴＡＢ、Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）技術によって接合されたタ
ブテープ（ＴＡＢ　ｔａｐｅ）を含む。このようなチップフィルムパッケージとしては例
えばテープキャリアパッケージ（Ｔａｐｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ、以下ＴＣ
Ｐ）又はチップオンフィルム（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｆｉｌｍ、以下ＣＯＦ）等が使用される
。
【００２６】
　一方、印刷回路基板１３５にはゲート駆動ＩＣ１３１にゲート駆動信号を入力し、デー
タチップフィルムパッケージ１３２にデータ駆動信号を入力するための駆動部品が実装さ
れる。
【００２７】
　バックライトアッセンブリ１４０は光をガイドする導光板１４２と、光を提供する第１
光源１４３ａ、１４３ｂと第２光源１４３ｃ、１４３ｄ、その一部は導光板１４２の下部
に配置され、他の一部は第１光源１４３ａを囲む第１反射シート１４４と、その一部は導
光板１４２の下部に配置され、他の一部は第２光源１４３ｃを囲む第２反射シート１４６
と、一つ以上の光学シート１４１を含む。
【００２８】
　導光板１４２は液晶パネル１３６に供給される光を案内する役割をする。導光板１４２
はアクリルのようなプラスチック系列の透明な物質のパネルで形成され、第１光源１４３
ａと第２光源１４３ｃから発生した光を導光板１４２の上部に安着される液晶パネル１３
６側に進行させる。導光板１４２の背面には導光板１４２内部で入射した光の進行方向を
液晶パネル１３６側に変換するための各種パターンを形成することができる。
【００２９】
　第１光源１４３ａ、１４３ｂは第１光源１４３ａと第１ランプホルダー１４３ｂを含む
ことができ、第２光源１４３ｃ、１４３ｄは第２光源１４３ｃと第２ランプホルダー１４
３ｄを含む。第１光源１４３ａと第２光源１４３ｃは各々導光板１４２の一側と他側に配
置され、光を提供する。第１光源１４３ａと第２光源１４３ｃは示したように線光源であ
り得る。線光源は例えば、冷陰極光源（Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅ
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ｎｔ　Ｌａｍｐと、ＣＣＦＬ）又は熱陰極光源（Ｈｏｔ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａ
ｍｐと、ＨＣＦＬ）となり得る。
【００３０】
　そして、第１光源１４３ａの両端に設置された第１ランプホルダー１４３ｂと、第２光
源１４３ｃの両端に設置された第２ランプホルダー１４３ｄは各々第１光源１４３ａと第
２光源１４３ｃを固定させることができる。一方、図示しなかったが、第１光源１４３ａ
と第２光源１４３ｃは電源を供給するインバータ（図示せず）と電気的に接続されて電力
の印加を受けることができる。
【００３１】
　第１反射シート１４４と第２反射シート１４６は導光板１４２の下部面に設置されて導
光板１４２の下部に放出される光を上部に反射する。具体的に導光板１４２背面に形成さ
れた微細なドットパターンによって反射されない光をまた導光板１４２の出射面側に反射
させることによって、液晶パネル１３６に入射される光の損失を減らし、導光板１４２の
出射面に透過される光の均一度を向上させることができる。
【００３２】
　第１反射シート１４４は導光板１４２と第１光源１４３ａの下部に配置された第１部分
１４４ｃと、第１部分１４４ｃの一端から延長され第１光源１４３ａを囲むように曲げら
れた第２部分１４４ａ、１４４ｂを含む。そして、第２反射シート１４６は導光板１４２
と第２光源１４３ｃの下部に配置された第３部分１４６ｃと、第２部分１４６ｃの一端か
ら延長され第２光源１４３ｃを囲むように曲げられた第４部分１４６ａ、１４６ｂを含む
。
【００３３】
　したがって、第１反射シート１４４は第１光源１４３ａを囲み、第１光源１４３ａから
発散された光を導光板１４２側に乱反射させることができ、第２反射シート１４６は第２
光源１４３ｃを囲み、第２光源１４３ｃから発散された光を導光板１４２側に乱反射させ
ることができる。すなわち、第１反射シート１４４と第２反射シート１４６は第１光源１
４３ａと第２光源１４３ｃが発散する光の効率を向上させることができる。
【００３４】
　一方、第１反射シート１４４の第１部分１４４ｃの他端は導光板１４２に向かって曲げ
られた傾斜部１４４ｄを含む。
【００３５】
　傾斜部１４４ｄは第２光源１４３ｃと近い導光板１４２の他側で発生する光漏れ現象を
減らしたり防止する役割を果たすことができる。
【００３６】
　具体的に、第１光源１４３ａと近い導光板１４２の一側は下部収納容器１６０の底板１
６２の一側と側壁１６４及び上板１６６によって形成された空間に挿入されて固定される
。そして、第１反射シート１４４は下部収納容器１６０と導光板１４２の間に挿入されて
固定される。したがって導光板１４２の一側の背面とその下に配置された第１反射シート
１４４が密着され、その結果光が漏れていく空間が形成されないことがある。
【００３７】
　これとは異なり、第２光源１４３ｃと近い導光板１４２の他側は下部収納容器１６０の
一部が形成する空間に挿入されて固定されない。したがって、導光板１４２の他側の背面
とその下に配置された第１反射シート１４４の間が浮き上がる。そしてこの浮き上がった
空間を通して光が漏れる。ところで、導光板１４２に向かって曲げられた傾斜部１４４ｄ
がその前面と背面に入射される光を反射させてしまい、前記浮き上がった空間を通して光
が漏れていくことを減少したり防止することができる。
【００３８】
　第１反射シート１４４と第２反射シート１４６のうち少なくとも何れか一つは銀の材質
からなり得る。銀の材質から成る第１反射シート１４４と第２反射シート１４６は光を容
易に反射させることができる。そして、バックライトアッセンブリ１４０と液晶パネル１
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３６の間に位置し、バックライトアッセンブリ１４０を駆動する電気的な信号と液晶パネ
ル１３６を駆動する電気的な信号が互いに干渉することを減らすことができる。すなわち
、ウォータフォール（ｗａｔｅｒｆａｌｌ）ノイズを減らせる遮蔽物として機能すること
ができる。
【００３９】
　そして、第１反射シート１４４と第２反射シート１４６のうち少なくとも何れか一つは
その厚さが２２０μｍ以上であり得る。したがって、第１反射シート１４４と第２反射シ
ート１４６の厚さが薄い場合に表れるシート歪みと輝度低下現象を減少させたりなくすこ
とができる。
【００４０】
　一つ以上の光学シート１４１は導光板１４２の上部面に設置されて導光板１４２から伝
達される光を拡散して集光する役割をする。光学シート１４１は拡散シート、プリズムシ
ート、保護シートなどを含み得る。拡散シートは導光板１４２とプリズムシートの間に位
置することができ、導光板１４２から入射される光を分散させて光が部分的に密集するこ
とを防止することができる。プリズムシートは上部面に三角柱形状のプリズムが一定の配
列を有し形成されていることができ、拡散シートから広がった光を液晶パネル１３６に垂
直方向に集光する役割を果たすことができる。保護シートはプリズムシートの上に形成さ
れ得、プリズムシートの表面を保護し、光を拡散させて光の分布を均一にすることができ
る。
【００４１】
　収納容器１１０、１５０、１６０は下部収納容器１６０と、中間収納容器１５０、及び
トップシャーシ１１０を含む。
【００４２】
　下部収納容器１６０にはその内部に順次に第１反射シート１４４と第２反射シート１４
６、第１光源１４３ａと第２光源１４３ｃ、導光板１４２及び一つ以上の光学シート１４
１が収納される。下部収納容器１６０は外部衝撃に対する輝度と接地能力を確保するため
に金属材質でなされ得る。
【００４３】
　下部収納容器１６０は底板１６２と第１光源１４３ａを囲むように曲げられた部分１６
４、１６６を含む。
【００４４】
　底板１６２は第１反射シート１４４の第１部分１４４ｃの下部と、第２反射シート１４
６の第３部分１４６ｃの下部に配置される。下部収納容器１６０の曲げられた部分１６４
、１６６は底板１６２の一端から延長された側壁１６４と、側壁１６４から底板１６２と
並んでいるように延長された上板１６６を含む。そして側壁１６４と上板１６６は第１光
源１４３ａと導光板１４２の一側が挿入される空間を形成することができる。
【００４５】
　下部収納容器１６０は底板１６２の一端と他端から延長され曲げられた下部収納容器フ
ック１６８をさらに含む。下部収納容器フック１６８は例えば図示したように全体的に「
Ｌ」字の形状を有す。下部収納容器フック１６８は下部収納容器１６０の側壁１６４のう
ち一部を切開して外側に曲げた後、再び下部収納容器１６０の側壁１６４と並んでいるよ
う再び曲げたものであり得る。図４と図５に示したように、中間収納容器１５０は下部収
納容器フック１６８が形成する空間に挿入されて固定され得る。
【００４６】
　中間収納容器１５０は４個の側壁から成る長方形の枠組みの形状であり得る。中間収納
容器１５０は図４と図５に示したように、下部収納容器１６０の上から下へ降りてきて下
部収納容器１６０の側壁１６４の外側に配置される。この時前述した下部収納容器フック
１６８によって中間収納容器１５０と下部収納容器１６０の結合力を高めることができる
。
【００４７】
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　中間収納容器１５０は第１反射シート１４４の第２部分１４４ａ、１４４ｂと第２反射
シート１４６の第４部分１４６ａ、１４６ｂを囲み、中間収納容器１５０の内側上部には
液晶パネル１３６を無事に安着することができる。中間収納容器１５０は中間収納容器１
５０によって固定される部品が破損されることを防止するために、例えば、プラスチック
材質のモールドフレームであり得る。
【００４８】
　上部収納容器１１０は中間収納容器１５０と結合され、液晶パネル１３６を固定するこ
とができる。上部収納容器１１０は四角柱のウィンドウ形態で有り得、真ん中の開放され
た空間を通して液晶パネル１３６が表示する画像が見れる。
【００４９】
　図６は図１の液晶表示装置１００の組み立て方法を示す順序図である。図７と図８は図
６において、ある組み立て段階が終わった後の状態を説明するための図１の液晶表示装置
１００の断面図である。
【００５０】
　図１及び図６を参照すれば、まず、第１反射シート１４４と第２反射シート１４６に接
着部材を付着する（ステップＳ５１０）。接着部材は第１反射シート１４４と第２反射シ
ート１４６の下部収納容器１６０に付着する部分に付着することができる。接着部材は例
えば両面テープであり得る。
【００５１】
　続いて、第１反射シート１４４と第２反射シート１４６を下部収納容器１６０に付着す
る（ステップＳ５２０）。第１反射シート１４４と第２反射シート１４６はあらかじめ付
着された接着部材によって下部収納容器１６０に付着される。図７をさらに参照すれば、
第１反射シート１４４の第１部分１４４ｃの他端と第２反射シート１４６の第３部分１４
６ｃの他端が一部オーバーラップされるように付着される。また図７において、第１反射
シート１４４の第２部分１４４ａ、１４６ｂは全体的に「Ｌ」字形状に曲げられた状態で
あり、第２反射シート１４６の第４部分１４６ａ、１４６ｂはまだ曲がる前の状態である
。
【００５２】
　続いて、光源、すなわち第１光源１４３ａ、１４３ｂと第２光源１４３ｃ、１４３ｄを
組み立てる（ステップＳ５３０）。ここで第２光源１４３ｃ、１４３ｄは後述する導光板
１４２を組み立てた後に組み立てることもできる。
【００５３】
　続いて、導光板１４２を組み立てる（ステップＳ５４０）。図８をさらに参照すれば、
この時前述したように、導光板１４２の一側は下部収納容器１６０の底板１６２の一側と
側壁１６４と上板１６６が形成する空間に挿入されて固定される。このように導光板１４
２を組み立てた後に、第２反射シート１４６の第４部分１４６ａ、１４６ｂを「Ｌ」字形
状に曲げる。図２は導光板を組み立て、第２反射シート１４６の第４部分１４６ａ、１４
６ｂを「Ｌ」字形状に曲げた後の液晶表示装置を示す断面斜視図でもある。
【００５４】
　ここで、第２反射シート１４６の第４部分１４６ａ、１４６ｂを容易に曲げるため、第
４部分１４６ａ、１４６ｂの曲がる部分には折りたたみ用の折り目が形成される。このよ
うな折り目は例えば、第２反射シート１４６に切り目を入れる方法で形成することができ
る。
【００５５】
　続いて、一つ以上の光学シート１４１を組み立てる（ステップＳ５５０）。光学シート
１４１は中間収納容器１５０の内側上面に無事に安着することができる。
【００５６】
　続いて、中間収納容器１５０を組み立てる（ステップＳ５６０）。中間収納容器１５０
は前述したように下部収納容器１６０と結合される。
【００５７】



(10) JP 5571885 B2 2014.8.13

10

20

30

40

50

　続いて、液晶パネルアッセンブリ１３０を組み立て、トップシャーシを組み立てる（ス
テップＳ５７０）。
【００５８】
　上述したことのような液晶表示装置とその組み立て方法によれば、製造原価を節減する
ことができ、また製造時間を短縮できる。
【００５９】
　前述した液晶表示装置は別途のランプカバーを必要としない。また、下部収納容器が一
体型であり、下部収納容器が分離型である場合、分離された下部収納容器を連結するため
の接着部材、例えばアルミニウムテープを必要としない。したがって製造原価が節減され
得る。また、前述した組み立て方法によれば、ボトムアップ（ｂｏｔｔｏｍ　ｕｐ）方式
で順次に組み立てることができるため、製造時間を短縮することができる。また自動化組
み立ても可能である。
【００６０】
　図９は従来技術による液晶表示装置（図示せず）が含むバックライトアッセンブリ１４
の温度分布を示す平面図である。図１０は図１の液晶表示装置１００が含むバックライト
アッセンブリ１４０の温度分布を示す平面図である。図９と図１０の温度分布はバックラ
イトアッセンブリの液晶パネルに光が出射される面から測定した温度である。
【００６１】
　従来技術による液晶表示装置は本発明の第１の実施形態で導光板１４０の一側が下部収
納容器１６０の底板１６２の一側と側壁１６４及び上板１６６によって形成される空間に
挿入されるように、導光板１４の他測も下部収納容器の底板の一側と側壁及び上板によっ
て形成される空間に挿入される。
【００６２】
　図１の液晶表示装置１００において、第１光源１４３ａと第２光源１４３ｃが提供され
るすべての電気エネルギーが光に変換されることはない。その一部は熱に変換される。こ
のように発生する熱は液晶パネル１３６に伝達され、液晶パネル１３６の表示品質を落と
し得る。
【００６３】
　具体的にバックライトアッセンブリ１４０の周辺の部分には第１光源１４３ａと第２光
源１４３ｃが隣接するように配置されるため、図１０に図示したように、中央の部分より
周辺の部分の温度が相対的に高い。したがってバックライトアッセンブリ１４０から熱が
伝達される液晶パネル１３６でも中央の部分の温度より周辺の部分の温度が相対的に高い
。
【００６４】
　液晶パネル１３６でのこのような温度差は液晶パネル１３６内で液晶分子の配列を制御
することを難しくさせる。相対的に温度が高い液晶パネルの周辺の部分で液晶分子が正し
く配列されず、光漏洩現象が現れ得る。そして、このような困難は液晶パネル１３６の中
央の部分の温度と周辺の部分の温度の差異が大きいほど大きくなる。
【００６５】
　図９と図１０を参照すれば、従来技術と本発明の第１の実施形態による液晶表示装置１
００で、バックライトアッセンブリ１４０の中央の部分より周辺の部分の温度が相対的に
高い。
【００６６】
　ところで、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置１００では第２反射シート１４
６と中間収納容器１５０の間に下部収納容器１６０の側壁１６４と上板１６６が介在しな
いため、第２光源１４３ｃから発生された熱が下部収納容器１６０の側壁１６４と上板１
６６によって遮断されず、外部に放出される。このような熱放出を通し、バックライトア
ッセンブリ１４０の中央の部分の温度と周辺の部分の温度差が減少する。
【００６７】
　具体的には、最高点と最低点の温度差が１３．４℃であったものが、約１０℃に減少し
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たことを確認できる。したがって従来技術に比べ、液晶パネル１３６で液晶分子の配列を
もう少し容易に制御することができるため、液晶表示装置１００の表示品質を向上させる
ことができる。
【００６８】
　図１１は図１の第２光源１４３ｃの表面温度と輝度との関係を表すグラフである。
【００６９】
　前述したように、本発明の第１の実施形態によれば、本発明の従来技術と比べて熱放出
が容易になされ得る。その結果、第２光源１４３ｃの表面温度が下がり得る。実験の結果
、従来技術では第２光源（図示せず）の表面温度は７５℃であり、本発明の第１の実施形
態での第２光源１４３ｃの表面温度は７１℃で測定され、第２光源１４３ｃの表面温度を
従来技術に比べて概略３℃ないし４℃が下げることができた。
【００７０】
　図１１を参照すれば、第２光源１４３ｃの表面温度が概略３℃ないし４℃下がる場合、
第２光源１４３ｃの特性がＰ’からＰにシフトされ得る。すなわち輝度が約３８、０００
ｎｉｔから約４３、０００ｎｉｔに向上され得る。このように光源の効率が増加すること
によって液晶表示装置１００の消費電力を減少させることができる。
【００７１】
　図１０は本発明の第２の実施形態による液晶表示装置２００の結合された断面図である
。図３と同一の構成要素に対しては同一の参照符号を使用し、本発明の第１の実施形態と
実質的に重複する説明は便宜上省略する。
【００７２】
　図１２を参照すれば、本発明の第２の実施形態で第１光源２４３ａと第２光源２４３ｃ
は図示したように点光源であり得る。点光源は例えば、発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅと、ＬＥＤ）であり得る。以下、第１光源２４３ａと第２光
源２４３ｃが発光ダイオードである場合を説明する。一連の発光ダイオード２４３ａ、２
４３ｃが一つの印刷回路基板２４３ｂ、２４３ｄに付着され、各々導光板４２０の一側の
光入射面と他側の光入射面と向かい合うことができる。
【００７３】
　そして、発光ダイオード２４３ａ、２４３ｃが付着する印刷回路基板２４３ｂ、２４３
ｄは各々導光板４２０の一側の光入射面と他側の光入射面にほとんど密着するように具備
される。このように密着されれば、発光ダイオード２４３ａ、２４３ｃ各々４３５の熱放
出が円滑になる。
【００７４】
　一方、図１２は上面発光（ｔｏｐ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ）発光ダイオード２４３ａ、２４
３ｃを図示しているが、これとは異なり、側面発光（ｓｉｄｅ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ）発光
ダイオードを使用することもできる。この場合、印刷回路基板２４３ｂ、２４３ｄは下部
収納容器２００の底板１６２に付着される。
【００７５】
　図１３は本発明の第３の実施形態による液晶表示装置３００の結合された断面図である
。図３と同一の構成要素に対しては同一の参照符号を使用し、本発明の第１の実施形態と
実質的に重複する説明は便宜上省略する。
【００７６】
　図１３を参照すれば、本発明の第３の実施形態による液晶表示装置３００は光をガイド
する導光板１４２と、光を提供する第１光源１４３ａ及び第２光源１４３ｃと、その一部
は導光板１４２の下部に配置され、他の一部は第１光源１４３ａを囲む第１反射シート３
４４と、その一部は導光板１４２の下部に配置され、他の一部は第２光源１４３ｃを囲む
第２反射シート３４６と、導光板１４２と第１反射シート３４４の一部の間と、導光板１
４２と第２反射シート３４６の一部の間に配置された第３反射シート３４５と、底板３６
２を含む下部収納容器３６０及び光の提供を受け、画像を表示する液晶パネル１３６を含
む。
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【００７７】
　第１反射シート３４４は導光板１４２と第１光源１４３ａの下部に配置された第１部分
３４４ｃと、第１部分３４４ｃの一端から延長され第１光源１４３ａを囲むように曲げら
れた第２部分３４４ａ、３４４ｂを含む。そして、第２反射シート３４６は導光板１４２
と第２光源１４３ｃの下部に配置された第３部分３４６ｃと、第２部分３４６ｃの一端か
ら延長され第２光源１４３ｃを囲むように曲げられた第４部分３４６ａ、３４６ｂを含む
。
【００７８】
　ここで、第１反射シート３４４の第２部分３４４ａ、３４４ｂと、第２反射シート３４
６の第４部分３４６ａ、３４６ｂは全体的に「Ｌ」字形状に曲がって、第２部分３４４ａ
、３４４ｂと第４部分３４６ａ、３４６ｂの曲がる部分には折りたたまれること溝が形成
される。
【００７９】
　第３反射シート３４５は導光板１４２と第１反射シート３４４の第１部分３４４ｃの間
、及び導光板３４４と第２反射シート３４６の第３部分３４６ｃの間に配置される。第３
反射シート３４５はその一端及びその他端のうち少なくとも何れか一つが導光板１４２に
向かって曲げられた傾斜部３４５ｂ、３４５ｃを含む。
【００８０】
　具体的には、第３反射シート３４５は平坦部３４５ａと平坦部の一端と他端から延長さ
れた傾斜部３４５ｂ、３４５ｃを含む。傾斜部３４５ｂ、３４５ｃは図２の傾斜部１４４
ｄのような機能を遂行することができる。そして、第３反射シート３４５の傾斜部３４５
ｂ、３４５ｃが曲がる部分にも折りたたまれる溝が形成される。
【００８１】
　このような第１反射シート３４４と第２反射シート３４６、第３反射シート３４５のう
ち少なくとも何れか一つは銀の材質からなり得る。そして、第１反射シート３４４と第２
反射シート３４６、第３反射シート３４５のうち少なくとも何れか一つはその厚さが２２
０μｍ以上であり得る。
【００８２】
　一方、第１反射シート３４４と第２反射シート３４６、及び第３反射シート３４５は各
々接着部材を使用して下部収納容器１６０に付着する。この時、第１反射シート３４４の
第１部分３４４ｃの他端と第２反射シート３４６の第３部分３４６ｃの他端は第３反射シ
ート３４５と一部オーバーラップされる。
【００８３】
　下部収納容器３６０は第１反射シート３４４の第１部分３４４ｃの下部と第２反射シー
ト３４６の第３部分３４６ｃの下部、及び第３反射シート３４５の下部に配置される底板
３６２を含む。すなわち、下部収納容器３６０は本発明の第１の実施形態のような側壁と
上板を含まないことができる。
【００８４】
　したがって、第２光源１４３ｃと隣接した第２反射シート３４６と中間収納容器１５０
の間はもちろん第１光源１４３ａと隣接した第２反射シート３４６と中間収納容器１５０
の間にも下部収納容器３６０の側壁と上板のような熱的障害物が存在しない。したがって
、第２光源１３３ｃから発生された熱はもちろん第１光源１３３ａから発生された熱も外
部に容易に放出される。このような熱放出を通し、バックライトアッセンブリ（図示せず
）の中央の部分の温度と周辺の部分の温度の差異がより大きく減少できるため、液晶表示
装置３００の表示品質をより向上させることができる。
【００８５】
　そして、図示はしなかったが、図１に示した本発明の第１の実施形態と同様に、下部収
納容器３６０は低板３６２の一端と他端から延長され曲げられた下部収納容器フック（図
示せず）をさらに含む。
【００８６】
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　一方、図１３に図示した本発明の第３の実施形態で、図１２に図示した実施形態のよう
に線光源ではない点光源が使用され得ることはもちろんである。
【００８７】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から位置
脱しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００８８】
　本発明の液晶表示装置とその製造方法が適用される液晶表示装置はバックライトアッセ
ンブリを含む液晶表示装置である。特に、本発明の液晶表示装置とその製造方法は光源を
導光板の両側に配置する液晶表示装置に有用であろう。ただし、前記で言及した液晶表示
装置とその製造方法が適用される液晶表示装置は例示的なものに他ならない。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置１００の分解斜視図である。
【図２】切断線Ｉ－Ｉ’に沿って切断された図１の液晶表示装置１００をＡＡ’方向から
みた斜視図である。
【図３】切断線Ｉ－Ｉ’に沿って切断された図１の液晶表示装置１００の結合された断面
図である。
【図４】図１の液晶表示装置１００で中間収納容器１５０と下部収納容器１６０の結合を
示すための図である。
【図５】図１の液晶表示装置１００で中間収納容器１５０と下部収納容器１６０の結合を
示すための図である。
【図６】図１の液晶表示装置１００の組み立て方法を示す順序図である。
【図７】図５においてある組み立て段階が終わった後の状態を説明するための図１の液晶
表示装置１００の断面図である。
【図８】図５においてある組み立て段階が終わった後の状態を説明するための図１の液晶
表示装置１００の断面図である。
【図９】本発明の従来技術による液晶表示装置（図示せず）が含むバックライトアッセン
ブリ１４の温度分布を示す平面図である。
【図１０】図１の液晶表示装置１００が含むバックライトアッセンブリ１４０の温度分布
を示す平面図である。
【図１１】図１の第２光源１３３の表面温度と輝度との関係を表すグラフである。
【図１２】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置２００の結合された断面図である
。
【図１３】本発明の第３の実施形態による液晶表示装置３００の結合された断面図である
。
【符号の説明】
【００９０】
　　１００　　液晶表示装置
　　１１０　　上部収納容器
　　１３０　　液晶パネルアッセンブリ
　　１３１　　ゲート駆動ＩＣ
　　１３２　　データチップフィルムパッケージ
　　１３３　　第１基板
　　１３４　　第２基板
　　１３５　　印刷回路基板
　　１３６　　液晶パネル
　　１４０　　バックライトアッセンブリ
　　１４１　　光学シート
　　１４２　　導光板
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　　１４３ａ　　第１光源
　　１４３ｃ　　第２光源
　　１４４　　第１反射シート
　　１４６　　第２反射シート
　　１５０　　中間収納容器
　　１６０　　下部収納容器
　　１６２　　底板
　　１６４　　側壁
　　１６６　　上板
　　１６８　　下部収納容器フック

【図１】 【図２】

【図３】
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